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 看護師 島田 

少しずつ寒さがやわらぎ、暖かな春の日差しを感じるようになりました。4月からの進級、進学に向け 

子供たちのドキドキ・ワクワクしている様子が見られます。1年間で子供たちは、大きく成長しました。 

今年度も後 1か月、まだまだ肌寒い日もあるので、風邪や胃腸炎など十分気をつけていきましょう。 

 

2月の感染症情報 

感染性胃腸炎    ４名 

手足口病     １５名  

咽頭結膜熱     １名  

県内では、ロタウイルスを原因とする 

感染性胃腸炎(嘔吐下痢症)が出ています。 

冬から春にかけて乳幼児を中心に流行し、 

感染すると嘔吐や激しい下痢、腹痛、発熱 

等の症状が見られます。白っぽい便が特徴

です。おむつの適切な処理や手洗いの徹底 

で予防しましょう。症状が強いときは、早

めの受診をお勧めします。乳児は、下痢便

の付いたおむつを持って受診しましょう。 

汚染された衣類や床等、消毒には塩素系の 

消毒が効果的です。 

当園では、1月から 2月にかけ、手足口病が 

流行しました。本来は夏に流行するのですが 

温暖化の影響からか、冬場まで続くことがあ

るそうです。幸いにも、重症化することなく、

全員元気に登園しています。手足の水疱の跡

に皮膚の落屑が見られることがありますが、

自然治癒します。 

 

 


